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７
月
３
日
、
上
対
馬
町
の
三
宇

田
浜
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、

第
９
回
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
を
は
じ
め
、
国
内
外
か
ら

１
１
５
５
人
（
韓
国
か
ら
１
０
３

人
）
が
参
加
し
て
競
技
が
行
わ
れ
、

時
折
大
粒
の
雨
が
降
る
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
１
０
６
７
人
が
完

走
し
ま
し
た
。

�

【
大
会
結
果
】

　
　
※
１
位
の
み
掲
載
、
敬
称
略

《
２
km
部
門
》
▽
小
学
４
年
男
子

＝
斉
藤
侃
也
（
豊
玉
町
横
浦
）
８

分
２
秒
▽
小
学
４
年
女
子
＝
横
山

七
海
（
厳
原
町
久
田
）
７
分
51
秒

▽
小
学
５
年
男
子
＝
斉
藤
峻
（
美

津
島
町

知
）
７
分
40
秒
▽
小
学

５
年
女
子
＝
川
上
綾
香
（
美
津
島

町

知
）
８
分
15
秒
▽
小
学
６
年

男
子
＝
仁
田
原
大
剛
（
上
県
町
佐

須
奈
）
７
分
14
秒
▽
小
学
６
年
女

子
＝
辻
香
穂
（
上
対
馬
町
泉
）
７

分
45
秒

�
《
３
km
部
門
》
▽
中
学
男
子
＝
武

末
真
輔
（
上
対
馬
町
比
田
勝
）
９

分
35
秒
▽
中
学
女
子
＝
荒
木
裕
佳

（
上
県
町
佐
須
奈
）
10
分
59
秒
▽

一
般
男
子
49
歳
以
下
＝
古
場
俊
介

（
上
対
馬
町
比
田
勝
）
９
分
44
秒

▽
一
般
男
子
50
歳
以
上
＝
城
臺
隆

光
（
美
津
島
町
大
船
越
）
10
分
44

秒
▽
一
般
女
子
高
校
生
以
上
＝
小

原
美
奈
子
（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

13
分
21
秒

�

《
５
km
部
門
》
▽
一
般
男
子
高
校

生
以
上
39
歳
以
下
＝
阿
比
留
潤

（
長
崎
県
壱
岐
市
）
16
分
23
秒
▽

一
般
男
子
40
歳
以
上
＝
松
田
敏
幸

（
熊
本
県
玉
名
郡
）
19
分
27
秒
▽

一
般
女
子
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

＝
永
嶋
由
喜
子
（
美
津
島
町
久
須

保
）
25
分
35
秒
▽
一
般
女
子
40
歳

以
上
＝
斉
藤
弘
子
（
埼
玉
県
所
沢

市
）
23
分
44
秒

《
10�
km
部
門
》
▽
一
般
男
子
高
校

生
以
上
39
歳
以
下
＝
川
瀬
和
幸

（
茨
城
県
稲
敷
郡
）
35
分
54
秒
▽

一
般
男
子
40
歳
以
上
＝
松
永
勝

（
山
口
県
宇
部
市
）
40
分
25
秒
▽

一
般
女
子
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

＝
友
松
貴
子
（
厳
原
町
小
浦
）
51

分
23
秒
▽
一
般
女
子
40
歳
以
上
＝

中
山
良
子
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

52
分
４
秒

�

《
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
部
門
》
▽
一

般
男
子
高
校
生
以
上
39
歳
以
下
＝

吉
橋
慧
（
福
岡
県
福
岡
市
）
１
時

間
８
分
10
秒
▽
一
般
男
子
40
歳
代

＝
土
肥
正
幸
（
美
津
島
町
加
志
）

１
時
間
12
分
40
秒
▽
一
般
男
子
50

歳
以
上
＝
内
山
徳
博
（
厳
原
町
久

田
）
１
時
間
19
分
11
秒
▽
一
般
女

子
＝
ハ
・
ヨ
ス
ク
（
韓
国
）
１
時

間
33
分
０
秒

大粒の雨の中スタートした小学生の2Km

しっかりウォーミングアップ�スタートから真剣勝負（3km）�

5km完走しました�
着ぐるみで5kmを完走�

ごくろうさまです�

5km優勝の斉藤選手（5001）�

と永嶋選手（5006）�

おめかししてウォーキング�

�

１
１
５
５
人
が
健
脚
競
う
〜
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬
〜�

�
か
ん

や

な
な

み

り
ょ
う

あ
や
か

に

た

は
ら
だ
い
ご
う

か

ほ

し
ん
す
け

ひ
ろ

か

こ
　
ば
し
ゅ
ん
す
け

じ
ょ
う
だ
い
た
か

み
つ

お

ば
ら

み

な

こ

じ
ゅ
ん

な
が

こ

よ
し
は
し
さ
と
し

と
く
ひ
ろ



　
海
の
日
の
７
月
18
日
、
美
津
島

町
尾
崎
で
「
海
の
日
イ
ベ
ン
ト
IN

対
馬
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い

な
海
を
い
つ
ま
で
も
残
そ
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
東
シ
ナ
海
、

日
本
海
に
面
し
た
日
韓
８
県
市
道

（
日
本
＝
長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
、

山
口
、
韓
国
＝
釜
山
広
域
市
、
全

羅
南
道
、
慶
尚
南
道
、
済
州
道
）

で
組
織
す
る
日
韓
海
峡
沿
岸
環
境

技
術
交
流
協
議
会
の
「
日
韓
海
峡

沿
岸
・
海
の
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
参
加
者
約
５

０
０
人
に
よ
る
海
岸
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
約
１
時
間
の
作
業
で

４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
の
ゴ
ミ

が
回
収
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た

海
に
は
子
ど
も
た
ち
の
手
で
真
鯛

の
稚
魚
２
０
０
０
匹
が
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
養
殖
マ
グ
ロ

「
ト
ロ
の
華
」
の
解
体
シ
ョ
ー
や

海
上
保
安
部
に
よ
る
海
の
環
境
美

化
推
進
の
紙
芝
居
の
ほ
か
、
定
置

網
、
真
珠
加
工
な
ど
の
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
康
を

祈
る
地
蔵
盆
が
、
７
月
24
日
厳
原

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
浴
衣
姿
で
、
市
内
に
点
在

す
る
お
地
蔵
様
を
巡
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
ど
げ
ぇ
市
」
の
射
的

や
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
「
ふ

る
さ
と
の
食
再
発
見
」
と
題
し
た

催
し
な
ど
今
ま
で
に
な
い
イ
ベ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
親
子
連
れ

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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鶏鳴幼稚園児を先頭に山笠行列�

定置網体験�

あっ!!そっちに行った（うなぎ取りゲーム）�

　
７
月
23
日
、
美
津
島
の
夏
の
イ

ベ
ン
ト
、
い
さ
り
火
ま
つ
り
（
主

催
＝
対
馬
市
商
工
会
青
年
部
美
津

島
支
部
）
が
高
浜
漁
港
埋
立
地
特

設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
祭
り

は
鶏
鳴
小
学
校
太
鼓
部
の
太
鼓
演

奏
で
開
幕
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た

プ
ー
ル
で
は
「
ち
び
っ
子
水
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
で
会
場
は

一
気
に
祭
り
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
、
色
と
り
ど
り
に
飾

ら
れ
た
山
笠
行
列
が
始
ま
る
と
祭

り
気
分
は
最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
も
盛

大
に
１
０
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
、
今
年
最

初
の
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

漁
火
山
笠
行
列
で
祭
り
気
分
最
高
潮

漁
火
山
笠
行
列
で
祭
り
気
分
最
高
潮�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
い
さ
り
火
ま
つ
り
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
い
さ
り
火
ま
つ
り
〜�

�

漁
火
山
笠
行
列
で
祭
り
気
分
最
高
潮�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
い
さ
り
火
ま
つ
り
〜�

�

―
日
韓
海
峡
沿
岸
・
海
の
環
境�

　
　
　
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
―�

�

〜
厳
原
の
地
蔵
盆
〜
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　美しい自然、豊かな文化に恵まれた郷土と、平和な地球を守り、子孫に引き

継ぐことは、今を生きる私たちに課せられた最大の責務であります。�

　しかしながら、現在も核・軍備の拡張は依然として続けられ、世界の平和と

人類の生存に大きな脅威をもたらしています。�

　私たちの住む長崎県は、人類史上初の被爆体験をもつ被爆県であり、人類を

破滅に導くあらゆる核兵器の廃絶と平和の尊さを全世界に訴え続け、再びこの

悲劇を繰り返してはなりません。�

　私たち対馬市民は、平和憲法の精神にのっとり「非核三原則」を遵守し、全

人類の自由と幸福、世界の恒久平和の実現をめざし、ここに「非核・平和都

市　対馬」を宣言します。�

　以上は、平成16年4月30日に、対馬市議会で決議されたものです。

　広島・長崎が人類最初の核兵器の犠牲となって今年で60年になります。この非人道的な兵器

は、21世紀の今日もなお世界に３万発も保有されています。被爆者は高齢となり、被爆体験の

風化も急激に進みつつあります。

　原子爆弾の惨禍を身をもって体験した広島・長崎両市民は、今日までこの悲劇を再び繰り返

すことのないよう、核兵器の廃絶と世界恒久平和の実現を全世界に訴え続けてきましたが、訴

えに反して核兵器を取り巻く状況は一層予断を許さない事態に陥っています。

　被爆県の一員として、果たすべき責務はますます大きくなり、私たちは様々な機会をとらえ、

原爆の残忍性や平和の大切さを、次世代に語り継いでいかなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対馬市

「非核・平和」宣言�
�

「非核・平和」宣言�
�

　
　
　
《
７
月
》�

１
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会
、
辞

　
　
　
令
交
付
式
、
対
馬
釜
山
国

　
　
　
際
航
路
利
用
促
進
事
業
記

　
　
　
念
セ
レ
モ
ニ
ー

４
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

５
日
＝
県
下
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
事
務
協
議
会

９
日
＝
対
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部

　
　
　
連
絡
協
議
会
総
会

11
〜
12
日
＝
九
州
地
区
漁
港
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
津
）

13
〜
14
日
＝
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛

　
　
　
会
評
議
員
会
　
（
長
崎
）

18
日
＝
海
の
日
イ
ベ
ン
ト

19
日
＝
叙
勲
伝
達
、
四
季
の
会

20
日
＝
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
温

　
　
　
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
行
事
、

　
　
　
対
馬
栽
培
漁
業
振
興
公
社

　
　
　
理
事
会

21
〜
22
日
＝
県
離
島
振
興
協
議
会

　
　
　
理
事
会
、
県
離
島
航
空
路

　
　
　
線
協
議
会
　
　
（
長
崎
）

25
日
＝
対
馬
物
産
開
発
取
締
役
会

25
〜
27
日
＝
県
土
木
部
各
種
役
員

　
　
　
会
・
総
会
　
　
（
雲
仙
）

28
日
＝
県
離
島
医
療
対
策
協
議
会

　
　
　
要
望
活
動
　
　
（
東
京
）

29
日
＝
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航

　
　
　
空
長
崎
便
就
航
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

30
日
＝
「
対
馬
医
師
会
史
」
発
刊

　
　
　
　
記
念
式
典

市
長
の
動
き�

市長の資産公開について�
�

対馬市では、「政治倫理の確立のための対馬市長の

資産等の公開に関する条例」に基づき、市長の資産

等を公開しています。�

閲覧を希望される方は、市役所４階・秘書課までお

越しください。�

戦後60年、核のない平和な世界をめざして�
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観光シャトルバスの前でテープカット�

　
７
月
７
日
、
峰
地
区
公
民
館
で
、

明
る
い
選
挙
推
進
の
先
導
役
に
な

る
「
対
馬
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
合
併
前
の
各

町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

対
馬
市
の
誕
生
で
い
っ
た
ん
解
散

し
て
い
ま
し
た
。
総
会
は
協
議
会

規
程
の
説
明
や
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会

長
に
小
川
巌
さ
ん
（
厳
原
）
副
会

長
に
阿
比
留
芳
朗
さ
ん（
上
対
馬
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
17
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

対
馬
市
の
明
る
い
選
挙
推
進
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
今
年
度
の
活
動
内
容
）

①
地
区
集
会
や
各
種
団
体
の
会
合

　
時
に
「
10
分
間
座
談
会
」
（
仮

　
称
）
開
催
の
呼
び
か
け

②
「
話
し
合
い
運
動
」
の
推
進

③
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
応
募

　
の
呼
び
か
け

④
明
る
い
選
挙
啓
発
に
向
け
た
広

　
報
誌
等
の
活
用「
選
挙
Ｑ
＆
Ａ
」

　
（
仮
称
）
の
掲
載

委
員
名
簿
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

【
会
長
】
小
川
巌（
厳
原
町
宮
谷
）

【
副
会
長
】
阿
比
留
芳
朗
（
上
対

馬
町
比
田
勝
）
【
委
員
】
▼
小
嶋

義
昭
（
厳
原
町
田
渕
）
▼
平
尾
育

惠
（
厳
原
町
今
屋
敷
）
▼
堀
江
登

（
美
津
島
町
久
須
保
）
▼
石
橋
保

千
代
（
美
津
島
町

知
）
▼
長
岡

み
ゆ
き
（
豊
玉
町
仁
位
）
▼
阿
比

留
洋
五
（
豊
玉
町
廻
）
▼
小
川
一

成
（
峰
町
三
根
）
▼
中
村
恵
子
（
峰

町
佐
賀
）
▼
阿
比
留
清
弘
（
上
県

町
佐
護
北
里
）
▼
市
山
惠
美
子

（
上
県
町
女
連
）▼
庄
司
智
博（
上

対
馬
町
比
田
勝
）
▼
吉
村
正
孝

（
美
津
島
町

知
・
老
人
団
体
代

表
）
早
田
竜
介
（
美
津
島
町

知

・
青
年
団
体
代
表
）

　
７
月
１
日
、

釜
山
〜
対
馬
間

の
国
際
航
路
と

島
内
の
交
通
を

連
結
し
た
「
観

光
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
」
の
運
行
が

始
ま
り
、
比
田

勝
港
国
際
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
で
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
県
と
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
対
馬
釜
山

国
際
航
路
利
用
促
進
事
業
」
の
一

環
で
、
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー
Ⅱ
を
利
用

し
対
馬
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
市

内
で
の
移
動
を
安
価
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
釜
山
か
ら
対
馬
ま
で

の
乗
船
券
代
と
比
田
勝
か
ら
厳
原

ま
で
の
バ
ス
代
が
必
要
で
し
た
が

「
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
を
利
用

す
る
と
３
０
０
０
円
程
度
格
安
に

な
り
、
個
人
観
光
客
増
加
策
と
し

て
、
県
と
市
が
協
力
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
６
月
21
日
、
上
対
馬
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
17
年
度
対
馬
市
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
会
員
１

5
0
名
・
小
嶋
多
鶴
子
会
長
）
総

会
と
食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）
は
、
食
を
通
じ
て
健
康

づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い
る
方

々
で
、
広
報
つ
し
ま
の
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
な
じ
み
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
総
会
で
は
、
16
年
度
の
事
業
報

告
や
決
算
、
17
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
と
規
約
改
正
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
厳
原

支
部
が
阿
連
小
学
校
で
の
親
子
料

理
教
室
な
ど
の
活
動
を
、
豊
玉
支

部
が
「
せ
ん
ち
ま
き
」
や
「
せ
ん

つ
け
」
な
ど
郷
土
食
（
お
や
つ
）

の
取
り
組
み
な
ど
の
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
対
馬
病
院
副
院
長
村

瀬
邦
彦
先
生
に
よ
る
「
介
護
と
救

急
医
療
の
現
状
」
の
講
演
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
会
場
に
は
各
支
部
の

活
動
内
容
が
展
示
さ
れ
、
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

対
馬
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�
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７
月
１
日
、
鶏
鳴
小
６
年
52
名
が
、

知
川
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
６
年
生
が
総
合
学
習
の
時
間
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、

知
川
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に

何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
学
習
に
活
か
そ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は

知
川
で
現
地
学
習
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
悪

天
候
の
た
め
室
内
で
の
学
習
に
な
り
ま
し
た
。
対
馬
地
方
局

河
川
防
災
課
の
職
員
や
市
役
所
の
職
員
な
ど
が
講
師
に
な
り
、

川
の
あ
ら
ま
し
や
水
の
汚
れ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
子
ど
も
達
か
ら
は
、
「
一
級
河
川
と
二
級

河
川
の
違
い
は
？
」
、
「
護
岸
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
は
な

ぜ
？
」
、
「
な
ぜ
川
に
草
が
残
っ
て
い
る
の
か
？
」
、
「

知
川
の
汚
れ
は
対
馬
市
で
何
番
目
？
」
、
「
川
に
は
ど
ん
な

生
き
物
が
い
ま
す
か
？
」
な
ど
次
々
と
質
問
が
あ
り
、
講
師

も
回
答
に
困
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
〜
14
日
に
、
比
田
勝
中
学
校
２
年
の
大
石
祐
樹

君
と
大
田
啓
貴
君
の
２
人
が
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
で
職
場

体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　
制
服
に
身
を
包
ん
だ
２
名
は
、
保
安
官
の
仕
事
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
鑑
識
業
務
や
航
路
標
識
の
点

検
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
巡
視

艇
「
は
や
ぐ
も
」
で
は
操
船
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
見
張
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
終
え
た
２
人
は
、
「
少
し
船
酔
い
し
た
け
ど
、

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
は
色
々
あ
る
こ
と
を
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
は
や
ぐ
も
」
の
荒
巻
正
晴
船
長
は
「
元
気
が
あ
っ
て
飲

み
込
み
が
早
い
の
で
、
将
来
は
海
上
保
安
官
に
」
と
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

南
陽
交
通
少
年
団
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の�

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

�

　
７
月
17
日
、
南
陽

交
通
少
年
団
が
、
上

対
馬
町
琴
〜
舟
志
間

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
24

個
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
陽
交
通
少
年
団

は
、
南
陽
小
学
校
３

年
生
以
上
の
入
団
希

望
者
23
名
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
日

は
、
５
、
６
年
生
14
名

で
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
を
落

と
し
ま
し
た
。

　
日
当
た
り
が
悪
い
場

所
に
あ
る
ミ
ラ
ー
は
、

苔
の
汚
れ
が
ひ
ど
く
掃

除
も
大
変
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
丁
寧
に

磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
は
空
カ

ン
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
、

ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
ま
し

た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
交

通
安
全
を
心
掛
け
、
ご

み
の
投
げ
捨
て
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

将
来
は
海
上
保
安
官
!?��

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習�
総
合
学
習
で
鶏
鳴
小
６
年
生
が�

知
川
調
査
隊
に
！�

熱心に説明を聞く6年生�

真剣に操船に取り組みました�



7 広報つしま  2005. 8

tsushima city community magazine

うみまる君は大人気� ライフジャケットを着てごきげん�

　
韓
国
の
釜
山
外
国
語
大
学
の
学

生
ら
１
２
６
名
が
６
月
24
日
に
来

島
し
、
25
日
と
26
日
の
２
日
間
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て

上
県
町
の
西
海
岸
清
掃
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
15
年
か
ら
３

カ
年
計
画
で
日
韓
合
同
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
事
業

開
始
時
に
比
べ
る
と
、
現
在
で
は

漂
着
ゴ
ミ
の
量
は
大
幅
に
減
っ
て

お
り
、
こ
の
事
業
の
成
果
を
は
っ

き
り
と
確
認
で
き
る
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
清
掃
前
の
海
岸
に
は

依
然
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
流
木
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
て
、
延
べ
８
５
０
名
（
韓

国
学
生
１
２
６
名
、
一
般
協
力
者

７
２
４
名
）
が
参
加
し
た
２
日
間

の
作
業
で
、
６
５
０
立
方
メ
ー
ト

ル
（
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
60
台
分
）

も
の
漂
着
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
清
掃
作
業
の
ほ
か

に
も
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
や
、
両
国
の
伝
統
芸

能
や
料
理
な
ど
で
文
化
交
流
も
行

い
ま
し
た
。

日
韓
協
力
で
漂
着
ゴ
ミ
回
収�

�

　
６
月
29
日
、
厳
原
海

上
保
安
部
に
よ
る
海
洋

環
境
・
海
洋
安
全
教
室

が
鶏
鳴
幼
稚
園
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
海
の
ゴ

ミ
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙

芝
居
や
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
体
験
着
用
が

行
な
わ
れ
る
な
ど
、
参

加
し
た
園
児
た
ち
は
、

海
の
安
全
や
環
境
問
題

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

　
教
室
終
了
後
は
、
海

上
保
安
庁
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
う
み
ま
る
君
」
が

登
場
し
、
園
児
た
ち
と

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

アジサイロード下での海岸清掃の様子�

盛り上がった文化交流会�



8

　
７
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10

日
間
実
施
さ
れ
た
「
夏
の
交
通
安

全
県
民
運
動
」
の
期
間
中
に
、
市

内
の
各
所
で
「
さ
わ
や
か
作
戦
」

な
ど
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

実
施
さ
れ
、
「
安
全
運
転
で
お
願

い
し
ま
す
」
と
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
、
市
営
渡
海
船
「
ニ

ュ
ー
と
よ
た
ま
」
の
寄
港
地
「
卯

麦
」
で
、
浮
き
桟
橋
の
引
渡
し
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
卯
麦
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
桟
橋

が
老
朽
化
し
て
傷
み
が
激
し
く
、

新
し
い
桟
橋
が
望
ま
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
日
本
財
団
の
助
成
と
対

馬
市
の
一
部
負
担
に
よ
り
九
州
運

輸
振
興
セ
ン
タ
ー
が
建
造
し
、
市

が
無
償
で
借
り
受
け
た
も
の
で
す
。

tsushima city community magazine
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今
年
３
月
に
営
業
休
止
に
な
っ

て
い
た
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
が
、

７
月
20
日
か
ら
温
水
プ
ー
ル
施
設

を
再
開
し
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
署
名
活

動
な
ど
、
利
用
者
か
ら
早
期
の
再

開
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
あ
と
無
料
開

放
さ
れ
、
プ
ー
ル
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
水

遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
温
泉
な
ど
の
再
開
は
、
現

在
、
機
械
施
設
な
ど
を
点
検
し
て

い
る
段
階
で
、
な
る
べ
く
早
い
再

開
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

比田勝�瀬田（上県）�

佐賀（峰）�

ナイラ（美津島）�厳原�

仁位では交通少年団がお年寄りを訪ねました�

温
水
プ
ー
ル
再
開

温
水
プ
ー
ル
再
開�

〜
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
〜

〜
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
〜

浮
き
桟
橋
完
成

浮
き
桟
橋
完
成�

�
「
さ
わ
や
か
作
戦
」

「
さ
わ
や
か
作
戦
」で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
！

で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
！�

��

温
水
プ
ー
ル
再
開�

  

〜
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
〜�

�

浮
き
桟
橋
完
成�

�
「
さ
わ
や
か
作
戦
」で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
！�

��



　
７
月
９
日
、
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム

み
ね
で
第
21
回
全
島
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市

内
か
ら
女
子
19
チ
ー
ム
、
男
子
２

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
で
は
予
選
リ
ー
グ
か

ら
接
戦
が
続
き
、
持
ち
前
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
進
ん
だ
豊
玉
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

優
勝
し
ま
し
た
。
男
子
は
久
田
小

ジ
ュ
ニ
ア
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
男
女
の
優
勝
チ
ー
ム
と
女

子
２
位
の
仁
田
小
ジ
ュ
ニ
ア
、
３

位
の
峰
西
ジ
ュ
ニ
ア
の
４
チ
ー
ム

は
、
８
月
28
日
に
大
村
市
（
男
子

は
佐
世
保
）
で
行
わ
れ
る
第
28
回

小
学
生
長
崎
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　
７
月
16
日
、
久
原
小
中
学
校
体

育
館
で
上
県
町
青
少
年
健
全
育
成

連
絡
協
議
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
悪
天
候
で
、
男
子
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
延
期
と
な
り
ま
し

た
が
、
女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
体
育

館
に
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

《
団
体
の
部
》
▽
優
勝
＝
久
原
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
▽

準
優
勝
＝
仁
田
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

《
個
人
賞
（
１
チ
ー
ム
２
名
）
》

▽
佐
須
奈
小
＝
梅
野
衣
央
梨
、
八

島
史
織
▽
仁
田
小
＝
春
田
莉
保
奈
、

春
田
美
穂
乃
▽
久
原
小
＝
辻
真
生
、

土
肥
結
子
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７
月
18
日
「
海
の
日
」
に
、
比

田
勝
海
上
保
安
署
で
、
海
上
の
安

全
を
守
る
啓
発
活
動
や
海
洋
環
境

を
守
る
活
動
に
貢
献
し
た
方
々
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◆
海
上
保
安
協
会
門
司
地
方
本
部

　
長
表
彰

　
石
村
末
雄(

上
対
馬
町
琴)

　
洲
河
伸
治(

上
対
馬
町
豊)

◆
比
田
勝
海
上
保
安
署
長
表
彰

　
神
宮
剛
規(

上
県
町
佐
護
南
里)

　
修
行
勝
代(
上
対
馬
町
西
泊
）

　
６
月
24
日
、
厳
原
町
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
・
街
路
部

会
（
山
本
博
己
部
長
）
が
、
平
成

17
年
度
ま
ち
づ
く
り
月
間
国
土
交

通
大
臣
表
彰
（
ま
ち
づ
く
り
功
労

者
）
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
厳
原
豆
酘
美
津
島
線
改

良
に
伴
い
、
部
会
が
沿
線
住
民
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
参
加
者
が
問
題
解
決
の

た
め
、
自
主
的
な
活
動
で
行
う
講

習
会
や
研
究
会
）
を
重
ね
て
、
石

の
歩
道
や
電
線
地
中
化
、
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
植
栽
な
ど
城
下
町
の
歴
史

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
町
並
み
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
７
月
６
日
、対
馬
家
畜
市
場（
美

津
島
町

知
）
で
家
畜
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
島
内
か
ら
褐
毛
和
種
、

黒
毛
和
種
の
子
牛
57
頭
、
成
牛
26

頭
が
出
荷
さ
れ
取
引
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
市
は
、
昨
年
７
月
の
取

引
平
均
価
格
よ
り
、
１
頭
あ
た
り

３
７,
３
６
２
円
高
く
、
価
格
は

上
向
き
で
す
が
、
取
引
頭
数
は
年

々
減
少
し
、
今
年
も
前
年
に
比
べ

17
頭
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

〜
厳
原
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り�

　
推
進
委
員
会
・
街
路
部
会
〜�

�

全
島
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
島
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

�

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

�

海
を
守
る
活
動
に
表
彰
状

海
を
守
る
活
動
に
表
彰
状�

�

対
馬
家
畜
市
開
催

対
馬
家
畜
市
開
催�

�

ま
ち
づ
く
り
で
大
臣
表
彰

ま
ち
づ
く
り
で
大
臣
表
彰�

�

全
島
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

�

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

�

海
を
守
る
活
動
に
表
彰
状�

�

対
馬
家
畜
市
開
催�

�

ま
ち
づ
く
り
で
大
臣
表
彰�

�

女子優勝の豊玉ジュニア�

表彰を受ける修行さん�

表彰された街路�

優勝した久原ジュニア�



　ここ20年間の砂糖の消費量は国民一人当たり年間15kg～30kgへと倍増し、私達
の健康を蝕む食品として「甘い麻薬」と呼ばれ、最も減らしたい商品の一つとなって
います。�
　日本人が一日に摂取してもいい砂糖の量は体重1kgに対して1gと言われています。�
しかし、40代を超えると男女とも（健康な人）30g程度が適量と言われています。�
ちなみに砂糖をたべていない国では、糖尿病や心筋梗塞はほとんどないそうです。�

　平成17年7月2日（土）対馬市立南陽小学校
PTA保体部の主催で「家庭料理教室」を実施
いたしました。児童・保護者・教職員等36名
の参加で保護者の方々も「子ども達のお料理
上手なところ！」そして「やればできるとこ
ろ！！」などの意外な一面を見ることができ楽し
くお料理を作ることができました。�
＜献立表＞イカめし、お吸い物、豚肉の香り
焼き、利休まんじゅう�
食について子どものころから関心を持たせま
しょう！！�
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〔問い合せ先〕 �
上対馬地域福祉センター�
TEL0920-86-4871

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

とりすぎに注意して豊かな食習慣を身につけましょう～（＾^ ）/

南陽小学校の皆さんと家庭料理教室の様子�

～上対馬支部活動紹介～�

�

品　　名　　　　　容　　量　　　　　砂糖の量（g）　　3gスティック砂糖本数�

炭酸飲料水�

清涼飲料水�

チョコレート�

アイスクリーム�

カ ス テ ラ �

250ml�

250ml�

38ｇ�

1個�

100g

23～28�

20～40�

15～20�

15～20�

20～40

約8本～9本�

約7本～13本�

約5本～7本�

約5本～7本�

約7本～13本�

10

むしば
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
きむ　　　　 きょんいる　　　　しん　　　　 うんぎょん　　

　７月に行われた行事を表現したら、表題の３つの単語でまとめられます。
『走る』�
　７月３日には、「第９回国境マラソンIN対馬」が三宇田浜で開かれました。地元の対馬を
はじめ、北は茨城から南は沖縄まで、それと韓国からの参加者を含めて1,155名が参加しまし
た。今年は台風ではなかったのですが、時々雨が降って参加者全員は「水もしたたるいい男
といい女」になっていました。
　レースの後、何回も国境マラソンに参加したことがある韓国の方に感想を聞いたところ「国
境マラソンの魅力は対馬の豊かな自然環境。そして、皆が協力し合い大会を作っていく姿が、
小さいころの運動会を思い出させます。」と話していました。
『登る』�
　７月12日は、釜山市影島区役所の職員と対馬市役所職員のスポーツを通した交流会が釜山
でありました。表題で気がついた方もいらっしゃると思いますが種目は山登り。山登りは韓
国人にとってはもっとも好まれるスポーツであります。登山したのは釜山で一番有名な「金
井山(クムジョンサン)」。

　影島区担当者から「今日の山登りコースは散歩の気分で
歩いても十分ですよ。ほぼ平地のような道ですから」と言
われましたが、登る途中で対馬市の職員からは「これって
平地なの？」といった声が上がっていましたが、山登り同
好会のメンバーである影島区職員としての「平地のような
道」という意味が分かった時はもう後戻りは出来ない地点
でした。途中、雨が降ってくると影島区職員が対馬の女性
職員にレインコートを貸してあげたり、やさしく道案内し
たり、言葉は通じなくても優しい心は通じた登山でした。
『歌う』
　７月15日に開かれた釜山吹奏楽祭に、上対馬高校のブ
ラスバンド部が出演しました。今年で4回続けて出演する
ためか、海外での演奏にもかかわらず緊張している生徒は
ほとんどいないようでした。今年は釜山の「慶南工業高校」
のブラスバンド部と韓国の「アリラン」と日本の「少年時
代」を合同で演奏しました。２時間くらいの合同練習と一
回のリハーサルだけで本番の舞台に上がりましたが、皆、
上手に自分の楽器を演奏していました。その上に制服も似
ていて、まるで一つの学校のブラスバンド部がハーモニー
を作っているように見えました。
　異国との交流のいい点はちょっとした違いでも大きく感
じられ、いい刺激になるということだと思います。その刺
激の影響でもっと大きく羽ばたいてほしいものですね。



三
�李
芸
と
対
馬�
円
通
寺
�

　
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
「
太
宗
実

録
」
一
八
年
（
一
四
一
八
、
応
永
二

五
年
）
三
月
条
に
、
「
対
馬
島
宗
貞

茂
、
人
を
遣
わ
し
て
薬
を
求
む
」
と

あ
り
、
使
人
を
遣
わ
し
て
諸
般
の
薬

材
を
送
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　
続
い
て
四
月
条
に
、
「
対
馬
島
宗

貞
茂
死
す
。
司
直
李
芸
を
遣
わ
し
て

祭
り
を
致
さ
し
め
、
米
・
豆
・
紙
を

贈
る
。
貞
茂
の
対
馬
島
に
在
り
し
間
、

そ
の
威
諸
島
に
行
き
わ
た
り
、
群
盗

を
禁
制
し
て
辺
境
を
侵
す
こ
と
を
得

ざ
ら
し
む
。
故
に
そ
の
死
を
惜
し
み
、

特
に
篤
く
賜
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の

と
き
弔
慰
使
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
李

芸
は
、
佐
賀
の
円
通
寺
に
参
り
、
賻

（
弔
い
の
贈
物
）
を
供
え
て
祭
を
し

た
わ
け
だ
。

　
そ
れ
は
後
に
宗
貞
盛
が
死
去
し
た

と
き
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
、「
魯

山
君
日
記
巻
第
四
」
に
、
「
日
本
国

対
馬
州
太
守
宗
貞
盛
の
死
に
、
奠
を

致
す
弔
慰
使
」
と
し
て
、
李
堅
義
を

遣
わ
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
復
命
書

に
「
円
通
寺
に
至
り
て
、
賻
を
供
え
、

奠
を
致
し
た
。
」
と
あ
り
、
僧
俗
男

女
老
幼
、観
客
雲
集
し
た
情
景
や
、宗

氏
一
族
と
宴
を
設
け
て
弔
慰
し
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、貞

茂
の
死
に
李
芸
が
弔
問
し
た
と
き
も

同
じ
で
、
そ
れ
が
前
例
と
な
っ
て
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
対
馬
郷
土
史
で
は
、
貞
茂
の
菩
提

寺
に
は
異
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
宗

家
に
当
時
の
史
料
が
な
く
、
翌
年
の

糠
嶽
合
戦
に
貞
茂
が
出
陣
し
た
と
い

う
誤
っ
た
認
識
が
あ
る
か
ら
だ
。『
宗

家
十
九
公
実
録
』の「
貞
茂
公
実
録
」

に
は
、
貞
茂
の
生
存
中
に
、
円
通
寺

を
創
建
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
円
通

寺
が
貞
茂
の
菩
提
寺
で
あ
る
こ
と
は
、

鐘
桜
の
梵
鐘
も
証
明
し
て
く
れ
る
。

　
貞
茂
が
死
亡
し
た
年
の
秋
、
嗣
子

貞
盛
の
使
が
朝
鮮
に
行
き
、
貞
茂
の

遺
志
と
し
て
、
梵
鐘
と
般
若
経
を
救

請
し
た
こ
と
が
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』

「
世
宗
」
零
年
（
一
四
一
八
、
応
永

二
五
年
）
八
月
条
に
見
え
る
。

　
こ
の
梵
鐘
が
今
も
円
通
寺
の
鐘
桜

に
懸
っ
て
い
る
大
鐘
で
、
こ
の
鐘
が

李
朝
初
期
の
朝
鮮
鐘
で
あ
る
こ
と
は
、

日
・
韓
の
専
門
家
に
鑑
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
大
般
若
経
は
佐
賀
の
宗
像

八
幡
宮
に
あ
る
こ
と
が
『
対
州
神
社

誌
』
に
見
え
、「
大
般
若
経
一
部
（
六

〇
〇
巻
）、古
は
刑
部
少
輔
貞
盛
公
御

寄
進
也
」
と
あ
る
。
当
時
は
神
仏
習

合
で
、
神
社
に
僧
が
い
て
、
経
を
読

む
時
代
で
あ
っ
た
。
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日
韓
交
流
の
歴
史
③

シ

リ

ー

ズ

�

貞茂の菩提寺、円通寺の梵鐘�

り

げ

い

ふ

ま
つ
り

ぬ
か
だ
け

　平成１７年９月１日現在で調整する対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録について、下記の事
項のいずれかに該当する方は、もれなく申請書を９月５日（月）までに提出しましょう。�
　この申請書に基づいて、海区の選挙人名簿を作成しますので、申請がなかった場合、たとえ選挙権があっ
ても投票することができませんので、ご注意ください。�
　　　　　　　　　　　　　　　≪選挙権を有する者の範囲≫�
①対馬市内に住所又は事業場を有する者であって、１年に９０日以上、漁船を使用する漁業を営み又は    
　漁業者のために漁船を使用して行う水産動植物の採補若しくは養殖に従事する者�
②知事の権限によって上記該当者の範囲を拡張せられた者。�
③海区漁業調整委員会の委員又は漁業協同組合、若しくは漁業協同組合連合会の役員であってその委員に�
　就任後上記①②に該当しなくなったため選挙権を失った者�
�　申請書は、各地区の回覧等で配布することとしていますが、お手元に届かなかったときは、対馬市各支
所総務課に備え付けていますので、お早めにご連絡ください。�
　申請書の提出は、対馬市各支所総務課（各地区区長及び各支所漁協でも受け付けている地区もあります）で受け付けています。�

■問い合わせ先　対馬市選挙管理委員会 TEL0920-53-6111 内線416または対馬市各支所総務課 選挙書記�

対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は�
平成１７年９月５日（月）までに�

�
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● 対　　象 … 市内にお住まいの方で、健康づくりに関心のある女性。平成18年度から食生活改善推進
　　　　　　　員として活動できる方。�

● 講習期間 … 平成１７年１０月～１８年３月�
● 内　　容 … 栄養及び健康についての講義と調理実習（年８回）�
● 募集人員 … ３０名�
　　　　　　　下地区（厳原・美津島）・中地区（豊玉・峰）・上地区（上県・上対馬）ごとに各10名�

● 募集期間 … 平成１７年８月１６日（火）～９月１５日（木）�
● 応募先・問合せ先 … お住まいの各支所等にお問い合わせ下さい。�

食生活改善推進員養成講習受講生募集�

・対馬市峰保健福祉センター…0920－88－0001�
・上県支所健康福祉課…0920－84－2313�
・上対馬地域福祉センター…0920－86－4871

　　　　　　　　　　　　　　（担当はそれぞれの栄養士です。）�

・対馬市健康管理センター（厳原）…0920-52－4888�
・対馬市総合福祉保健センター（美津島）…0920－54－2525�
・対馬市保健部健康推進課（豊玉）…0920－58－1118

　対馬市では、収集される一般廃棄物のうち、缶、ビン、ダンボール、古紙等を再利用するため、資源

ごみとして島外のリサイクル業者へ輸送しています。�

　このうち、飲料用のアルミ缶、スチール缶は、売却することで収入が見込めるリサイクルの優等生です。�

　ところが、最近、対馬クリーンセンターや中継施設に持

ち込まれる空き缶の中に、タバコの吸殻が入っているもの

が多く目立ちます。�

　空き缶の中に吸殻などの異物が混じると、資源として再

利用するためには、異物を一つひとつ取り除かなくてはい

けません。�

　公共施設等での禁煙や分煙が進む中、愛煙家の皆さんに

はとても面倒なお願いですが、リサイクルの推進とごみの

減量化のために、空き缶を灰皿の代わりにしないようご協

力をお願いします。�

廃棄物対策コーナー�

県立学校敷地内禁煙について�

■実施時期：９月１日（木）から�
■対 象 校：全ての県立学校（中学校、高等学校、盲・ろう・養護学校）�
■禁煙範囲：学校の敷地内�
■目　　的：児童生徒や教職員の健康を守るために受動喫煙（他人のタバコの煙を吸わされること）の防止�
                  を徹底し、健康教育・喫煙防止教育等を一層推進するため�
■お 願 い：校舎内はもとより学校の敷地内ではタバコが吸えなくなります。入学式・運動会などの学校�
                  行事や学校開放等で体育館・運動場等を利用する場合も禁煙となりますので、皆さまのご理解�
                  とご協力をお願いいたします。�

　空き缶にタバコの吸殻を入れないでください。�

　県立学校は9月全面禁煙になります！�

　対馬市では健康づくり事業のひとつとして、食生活改善推進員を養成する講習会を実施します。�
皆さんも食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）の仲間入りをしませんか。�

�

対馬クリーンセンターでプレス加工されたスチール缶�
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無料法律相談のお知らせ�

9月11日は警察相談の日です�悩みごと・心配ごと�

平成17年度警察官採用試験のお知らせ�

イエネコ無料健康診断キャンペーン�

峰町ふるさとまつり�

お年寄りとご家族のための相談です。�

�

●毎日午前９時から午後５時まで�
 （土、日、祝祭日を除く）�
●相談は無料です�
●秘密は必ず守ります�

対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会では、ネコと人間とのトラブル
防止やノラネコの減少、イエネコ由来の病気がツシマヤマネコに感染
しないように去勢手術、ワクチン接種などを無料で行います。�
 実施場所・日程�
①対馬動物診療所（上県町佐須奈）�
    8/21、9/18、10/16、11/20、12/18、1/22、2/19、3/19�
② 対馬の森どうぶつ病院、どうぶつたちの病院…申込者の希望日で診療可能�
 申込・問合せ先    対馬市各支所　総務課�

財団法人　長崎県すこやか長寿財団�
      （高齢者総合相談センター）�
長崎市油木町5-3（長崎県すこやか長寿会館）�
�

警察安全相談、民事介入暴力相談などを受け付けます。�

【日　時】 ９月１１日（日）１３：００～１７：００�
【会　場】 豊玉町文化会館１階研修室�

※また、警察では、ストーカー、夫婦間の暴力、児童虐待、少年�
   非行、悪質商法、振り込め詐欺など県民生活の安全を守る �
   ため毎日相談に応じています。�

◆出張相談所開設のお知らせ�

窓 口 名 �

受付時間�

電話番号�

警察本部「警察安全相談室」�

月～金（祝祭日を除く）�

9：00～17：45

♯9110�
または095-823-9110

対馬南警察署 52-0110�
対馬北警察署 84-2110

最寄の警察署「警察安全相談室」�

と　き：8月28日（日） 午前10：00から�
ところ：対馬市ファミリーパーク（峰町）�
�

●斉藤ルミ子ものまねショー　�
●福岡吉本芸能ショー�
●ゴーカート無料解放�
●その他�
　もちまき、クイズ王決定戦 �
　ビンゴゲーム大会 �
　アームレスリング大会、カヌー大会 �
　アマチュアバンド演奏会 �
　海神太鼓など�
�

主催：峰町ふるさとまつり実行委員会�

●テレビ・ＣＭでおなじみの　�
博多華丸・大吉（福岡吉本）も出演予定！�
�
�

斉藤ルミ子�

�

斉藤ルミ子�

�

楽しいイベントが盛りだくさん�
�
�

�

試験区分�
受付期間�
一次試験�
二次試験�

受験資格�

採用予定数�

試 験 地 �

採用予定�

  警察官Ⅲ類（男性・女性）�

　　�

１０／１６（日）�

１１月下旬（予定）�

昭和50年4月2日から昭和63年4月

1日までに生まれた者で、4年制大学

(これに準ずるものを含む)を卒業

した者(平成18年3月31日までに

卒業見込みの者を含む)以外の者。

約２０名�

長崎市、佐世保市、島原市、五島市�
南松浦郡上五島町、壱岐市、対馬市�

平成１８年４月�

  警察事務（高卒程度）�

�

９／２５（日）�

１０月下旬（予定）�

昭和59年4月2日から昭和�

63年4月1日までに生まれた者。�

３名�

長崎市、佐世保市、島原市、五島市
南松浦郡上五島町、壱岐市、対馬市�

平成１８年４月�

８／８（月）～８／２６（金）��

長崎県警察本部 警務課 採用係   〒850-8548 長崎市万才町4-8�
TEL（095）820-1504     http://www.npp-unet.ocn.ne.jp/�
�

【問合せ先】�
�

日　　　　程�

９月 ７日（水）�

９月14日（水）�

９月21日（水）�

９月28日（水）�

�

　　　会　　　　場�

上県町地域福祉センター�

峰町保健福祉センター�

豊玉町福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

�

                        申　　込　　先�

【対馬市社協　上県支所】    TEL 0920-84-2168�

【対馬市社協　峰 支 所】    TEL 0920-83-0294�

【対馬市社協　豊玉支所】    TEL 0920-58-0364�

【対馬市社協　美津島支所】    TEL 0920-54-2429

※相談の時間はいずれも午後1時～午後4時までです。�
※相談を希望される方は、必ず事前に予約をお願いします。�

【問合せ先】 対馬市社会福祉協議会  地域福祉班　�
                TEL 0920-58-1432

TEL  095-871-0110
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学
校
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。�

■
応
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平
成
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年
９
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２
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金
）�

■
応
募
・
問
合
せ
先�

　
対
馬
市
廃
棄
物
対
策
課�

　
℡
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１�
開催日時及び場所�

■８月11日（木）�

　　～８月23日（火）�

　峰地区公民館１階ロビー�

■８月25日（木）�

　　～９月 ６日（火）�

　佐須地区公民館１階ロビー�

■９月 ７日（水）�

　　～９月21日（水）�

　対馬市役所２階ロビー�

�

問合せ先�

　環境省対馬野生生物保護�

　センター�

　TEL　0920-84-5577　　　

　　　　　　　　担当：前田�

講
習
会
の
お
知
ら
せ

講
習
会
の
お
知
ら
せ�
講
習
会
の
お
知
ら
せ�

パ
ソ
コ
ン
講
座
生

パ
ソ
コ
ン
講
座
生�

　
　
　
　（
初
心
者
）

（
初
心
者
）募
集
募
集�

パ
ソ
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ン
講
座
生�

　
　（
初
心
者
）募
集�

ご
み
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ロ

ご
み
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ロ
・
リ
サ
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ル

リ
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ク
ル�
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進
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タ
ー
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集
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進
ポ
ス
タ
ー
募
集�

ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル�

　
　
促
進
ポ
ス
タ
ー
募
集�

■日　時�
　2005年８月27日（土）�
　開場PM３：40　開演PM４：00�
■場　所�
　対馬グリーンパーク�
　（漁火の見える野外ステージ）�
■チケット�
　前売り1,500円　当日2,000円�
※コンサート終了後、交流会を実施い�
　たします。チケットは、先着150名�
　に限り当日のみの販売とさせていた�
　だきます。�

・カ ン サ ネ �
・HOT POTATO

韓　　国�

日　　本�
・小 室 　 等 �
・南 　 佳 孝 �
・唄 人 　 羽 �
・矢 野 真 紀 �
・V i e n t o

■お問い合せは　�
　対馬ちんぐ音楽祭実行委員会事務局�
             TEL 0920-54-2271�
　　　　  FAX 0920-54-2095�
　　　　　URL:http://www.chingu.jp �
　　　　　E-mail:info@chingu.jp
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昨年実施した振り込め詐欺被害防止�
講話での寸劇（上対馬総合センター）�

　ストレス社会の中で、精神科的な病気に悩む人が
増え、多くの人が心の不健康状態に陥っています。
このような病気は、決してめずらしい病気ではあり
ません。また、病気について、わからないこと・知
らないことが不安をつのらせることもあります。�
　この講座では、精神保健福祉について基礎的なこ
とを学び、精神障害者の人達が地域で安心して暮ら
していけるよう理解を深め、一緒に支援活動をして
いくための講座です。�
　精神保健福祉ボランティアに興味がある方で、講
座終了後、実際にボランティア活動などに従事して
いただける方の参加をお待ちしております。�
　また、講座の１回目と２回目は、「公開講座」と
しておりますので、是非お気軽にご参加ください。
一人でも多くの方の参加を心からお待ちしておりま
す。（公開講座のみの参加も）�

申し込み・問い合わせ先　　対馬保健所 地域保健課（担当：クワハラ）まで　TEL0920-52-0166

８月30日（火）�
19：00～21：00

９月22日（木）�
19：00～21：00

１�

２�

３�

開講式　講話「こころの健康及び精神科疾患の理解」�
・自分自身の心の健康は？�
・病気に対する理解を深め、偏見をなくしましょう。�

対馬いづはら病院�
　精神科医師　林田健太郎�

地域活動所「きらり」�
　所　長　　築城洋二�

・地域活動所「きらり」通所者�
・対馬ひまわり会会員�

対馬市社会福祉協議会�
　講師未定�

ボランティアグループ�
「やまびこ」会長　田村健二�

公開講座�
豊玉文化会館�
２階大集会室�

公開講座�
豊玉文化会館�
２階大集会室�

講話「精神障害者が地域で暮らしていくために」�
　　　　～生活障害とその援助について～�

10月20日（木）�
13：30～�

「触れ合い体験」　中地区ソーシャルクラブ参加�
「運動」�

※基本的には、上記日程の参加。�
　予備日：10月５日（水）、11月２日（水）�

佐賀開発�
センター�

４�11月22日（火）�
13：30～15：30

「意見交換　～触れ合い体験をとおして～」�
　・３回目の体験について、感じたことを語り合いましょう。�

豊玉文化会館�
２階大集会室�

対馬保健所�
　地域保健課長　曽我八重美�

５�12月15日（木）�
13：30～15：30

「地域の社会資源について」　・地域の社会資源について知りましょう。�

「基礎コース」のまとめ�
　～受講して、さまざまな思いを自由に話しましょう。�

今後の活動紹介とグループ化にむけて�

豊玉文化会館�
１階研修室�

11月２日は、�
仁位 松原公園�

「当事者及び家族からのメッセージ」�

講話「ボランティア活動の意義と役割について」�

講話「精神保健福祉ボランティア活動の実践について」�
　・先輩ボランティアさんの実践をきいてみましょう。�

精神保健福祉ボランティアグループ「フレンド」及び「やまびこ」との�
意見交換・交流�

１．開催期間　平成17年８月～12月�

２．開催場所　豊玉文化会館 他�
　　　　　　（３回目は、会場が異なります。）�

３．開催回数　５回�

４．内　　容　精神保健健康福祉に関する講話、�
　　　　　　　触れ合い体験、交流学習など�

５．参 加 費　ボランティア保険等実費が必要�
　　　　　　（数百円程度です。）�

６．申込み〆切り　平成17年８月23日（火）まで�

　※「公開講座」のみの参加の場合も必ず申し込み�
　　ください。�

『みんな安全たっしゃ塾』では、�
・振り込め詐欺、悪質商法の寸劇による被害防止講話�
・交通安全指導員による交通安全紙芝居及び安全講話�
・「グリーンキッズ」（小中学生で構成）によるバトントワリング演技�
・西部中学校の生徒による海神太鼓を行います。�
開催日程　■日　時　平成17年９月４日（日）�
　　　　　　　　　　午後２時30分から午後４時00分�
　　　　　■場　所　上対馬町比田勝�
　　　　　　　　　　「上対馬総合センター文化ホール」�
お問い合わせは　対馬北警察署　0920-84-2110生活安全係まで�

対馬北地区防犯協会・対馬北地区交通安全協会・対馬北警察署�

精神保健福祉ボランティア養成講座受講生募集�精神保健福祉ボランティア養成講座受講生募集�

開 催 月 日 � 内　　　　　　　　　　　　　容� 講　　　　　師� 会場及び備考�回�
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　赤ちゃんがほしいのに、なかなか出来なくて一
人で悩んではいませんか？そんな時は同じ不妊治
療を頑張っている仲間たちとお話しをしませんか
？治療のことやそれ以外の事等のお話しが出来た
らいいなと思っています。是非ぜひお気軽に参加
してくださいネ!お待ちしてま～す!!�
■場所　対馬保健所等　　　■開催　月１回�
（原則として第１水曜日の午後ですが活動内容　
によって変わりますのでご確認ください。）�
■参加申し込み・問い合わせ先�
　長崎県対馬保健所・地域保健課（担当：濱里）　
　℡0920-52-0166�
　＊この会は不妊に悩んでいるという方々を中心
　　とした非営利のサークルです。�
　　もちろん秘密厳守ですので、ご安心ください。�

　９月９日は「救急の日」です。この日を含む１週
間を「救急医療週間」として、全国各地において救
急に関するさまざまな行事が実施されています。�
　対馬でも、この行事の一環として、「対馬の救
急医療を考える会シンポジウム」を開催します。�
　皆様お誘いあわせてお気軽にご参加ください！
　　　　　　　　　　　　　　　　（入場無料）�

　　対馬の救急医療を考える会シンポジウム�
■日時　平成17年９月17日（土）�
　　　　午後２時～午後５時�
■場所　美津島文化会館�
■主催　対馬市医師会・対馬保健所�
　　　　対馬市消防本部�
■問合せ先　対馬保健所総務企画課�
　　　　　　℡52-0166（内線361・365）�

問合せ先　　対馬保健所　衛生環境課　TEL 52-0166

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　募金受付口座　≪郵便振替≫　０１７３０－２－１１０８８９（加入者名：哲郎くんを救う会）�

　　　　　　　　≪銀　　行≫　口座名は『哲郎くんを救う会』�

　　　　　　　　　　　　　　　■福岡銀行　太宰府支店　　　　　普通　１１０９２５５�

　　　　　　　　　　　　　　　■西日本シティ銀行　大宰府支店　普通　０７８６５２４�

　　　　　　　　　　　　　　　■三井住友銀行　福岡支店　　　　普通　７１７２０６０�

　哲郎くんダイヤル　０９９０－５３－７７７７�

　　　　　　　　　　※ガイダンスに沿って聞いていただくと３００円の募金になります。�

　問合せ先　哲郎くんを救う会　TEL：092-918-5101／FAX：092-923-3110�

　　　　　　http://tetsuro.townscope.net　　Email：tetsurou@townscope.net

　８月は食品衛生月間です。細菌性の食中毒は、気温が高くなるこの時期に多発する傾向があります。�
食品の取扱いについては次のことを守り食中毒を予防しましょう。�
　１．つ け な い　●調理する人は必ず手を良く洗いましょう。�
　　　　　　　　　●調理前の肉や魚の汁が、果物や野菜など生で食べるものや調理済みのものにかから
　　　　　　　　　　ないようにしましょう。�
　２．増やさない　●冷蔵や冷凍が必要な食品は、冷蔵庫・冷凍庫に保存しましょう。�
　　　　　　　　　●調理は迅速に行い、調理前、調理後の食品は室温に長く放置しないようにしましょう。�
　３．退 治 す る　●包丁やまな板は、良く洗い、熱湯で消毒しましょう。�
　　　　　　　　　●加熱するときは、食品の中心部まで十分に加熱しましょう。�
　特に家庭では、次のことに注意してください。�
　　●食べ物を前日から作り置きしたり、車のトランクや直射日光の当たる場所に置いたりしないように
　　　しましょう。�
　　●手に傷のある人や指輪・腕時計をしたままの人は、おにぎり等直接手で食品に触れる調理をしない
　　　ようにしましょう。�

　福岡県太宰府の江口哲郎くん（９歳・お母さんは厳原町出身の旧姓：島雄　泉

さん）が拡張型心筋症のため九大病院に入院中で、早急な心臓移植手術が必要で

す。哲郎くんを救うためには、海外での心臓移植しかありません。�

　ドイツのハノーバー医科大学が受け入れてくれることになりましたが、渡航費

や移植手術費、滞在治療費などで８０００万円という膨大な費用が必要です。�

　対馬市でも哲郎くんを支援するため、本庁、６支所、佐須・豆酘出張所に募金

箱を設置しています。皆さんの温かいご理解とご支援をお願いします。�
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診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
受
付
分
）�

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

一
　
重
　
寄
兼
　
征
二
　
66
歳

西
　
泊
　
有
江
　
弘
太
　
89
歳

舟
　
志
　
畑
島
　
英
子
　
93
歳

井
　
口
　
内
山
　
末
隆
　
88
歳

犬
ケ
浦
　
西
山
　
徳
江
　
73
歳

吉
　
田
　
國
分
　
　
越
　
86
歳

　
田
　
　
永
留
　
　
馬
　
96
歳

千
尋
藻
　
扇
　
ト
シ
コ
　
73
歳

貝
　
鮒
　
阿
比
留
一
成
　
79
歳

竹
　
敷
　
栗
屋
伊

男
　
70
歳

高
　
浜
　
神
宮
　
秀
喜
　
64
歳

上
の
町
第
１

　
西
田
美
枝
子
　
88
歳

大
　
山
　
山
川
三
千
夫
　
79
歳

久
　
田
　
坪
井
　
清
文
　
71
歳

東
　
里
　
黒
岩
ア
キ
子
　
73
歳

田
　
渕
　
川
口
ス
エ
子
　
83
歳

天
道
茂
　
安
藤
　
良
俊
　
79
歳

小
　
浦
　
波
田
　
　
順
　
85
歳

豆
酘
瀬
　
上
原
ミ
サ
コ
　
75
歳

久
　
田
　
時
津
喜
久
子
　
73
歳

久
　
田
　
長
　
　
サ
ワ
　
102
歳

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

東
　
里
　
川

ク
ニ
子
　
87
歳

豆
　
酘
　
桐
谷
　
サ
ン
　
85
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

��

申
請
全
額
免
除
に
係
る
手
続
が
簡

素
化
さ
れ
ま
す
。
（
若
年
者
納
付

猶
予
も
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
）�

　
申
請
全
額
免
除
及
び
若
年
者
納

付
猶
予
承
認
者
に
つ
い
て
、
翌
年

度
以
降
引
き
続
き
同
一
の
免
除
種

別
（
全
額
免
除
の
方
は
全
額
免
除

若
年
者
納
付
猶
予
承
認
の
方
は
若

年
者
納
付
猶
予
）
を
申
請
す
る
こ

と
を
本
人
が
あ
ら
か
じ
め
申
し
出

た
場
合
に
は
、
翌
年
度
以
降
新
た

に
申
請
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。�

　
申
請
様
式
に
「
全
額
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
、
翌
年
度
以
降
も
全
額

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
に
引
き
続

き
該
当
す
る
と
き
は
、
全
額
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
を
希
望
し
ま
す
。

（
は
い
・
い
い
え
）
」
と
い
う
一

文
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
継
続
申
請
の
「
は
い
」
を
選
択

さ
れ
た
方
で
、
承
認
さ
れ
れ
ば
翌

年
度
も
継
続
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
但
し
、
却
下
と
な
っ
た
場
合
は

再
度
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

■
お
問
合
せ
…
長
崎
社
会
保
険
事

　
務
局
長
崎
北
事
務
所�

　
℡
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１�

ま
た
は
、
対
馬
市
各
支
所
住
民
生

活
課
　
年
金
担
当
ま
で�

��

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の

お
知
ら
せ�

　
◎
平
成
17
年
９
月
６
日（
火
）�

　
　
９
時
〜
15
時�

　
　
厳
原
地
区
公
民
館�

　
◎
平
成
17
年
９
月
７
日（
水
）�

　
　
10
時
〜
15
時�

　
　
美
津
島
支
所
別
館�

９月４日�

11日�

18日�

19日�

23日�

25日�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

佐須奈診療所�

仁 田 診 療 所 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

（ 厳 原 ）�

（ 仁 位 ）�

（佐須奈）�

（ 仁 田 ）�

（ 三 根 ）�

（ 知 ）�

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

豊 田 信 寛 �

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

交通事故情報� 平成17年７月31日現在�
区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

48�
5�
0�
-2�
62�
4�
�

対馬北署管内�

8�
-3�
1�
0�
8�
-5�
�
�

対馬市全体�

56�
2�
1�
-2�
70�
-1

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

　
広
報
つ
し
ま
６
月
号
の
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
年
齢
を

誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
「
秦
ク
ラ
子
」
様
に
つ
き
ま
し
て
、

７
月
号
の
訂
正
文
で
は
「
姓
」
を
誤
っ
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

２
号
に
亘
り
、
誤
り
を
掲
載
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
遺
族

を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、
次
の
と

お
り
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
久
田
道
　
秦
　
ク
ラ
子
　
85
歳

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

●日曜・休日救急医療在宅当番医●�

��

　
広
報
６
月
号
で
、
犬
を
飼
っ
て

い
く
う
え
で
の
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル

に
つ
い
て
啓
発
文
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、

あ
る
住
民
の
方
か
ら
「
同
感
で
す
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
な
い
行
為
に

対
し
て
残
念
に
思
い
ま
す
。
飼
い

主
全
員
に
マ
ナ
ー
の
周
知
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
い
っ
た
御
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
マ
ナ

ー
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
徹
底
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
す
。

一
人
一
人
が
責
任
感
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

①
犬
の
ふ
ん
の
始
末
は
、
飼
い
主

　
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。�

②
放
し
飼
い
は
人
も
迷
惑
、
危
険

　
で
す
。�

■
お
問
合
せ�

　
対
馬
市
役
所
　
市
民
生
活
部
　

　
市
民
課�

　
℡
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１�

　
ま
た
は
、
対
馬
市
各
支
所
住
民

　
生
活
課
　
環
境
衛
生
担
当
ま
で�

��

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ�

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ�

年
金
の
コ
ー
ナ
ー

年
金
の
コ
ー
ナ
ー�

年
金
の
コ
ー
ナ
ー�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-52-1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-54-2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

毎週（水）�

第２・４（月）�

�

第１（金）�

第２（金）�

第１・３（水）�

13�

７・14・21・28�

12・26�

�

２�

９�

７・21

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

�

8：30̃11：00�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃15:00まで�

13:00̃17:00まで�
  9:00̃12:00まで�

毎週（水）午後�
第２・４（火）�

７・14・21・28�
13・27

28

8:30̃15:00�
8:30̃11:00

8:30̃11:00

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし、９/14（水）休診�
�
眼　科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし９/15（木）、９/16（金）休診�
�
内科、外科、小児科、整形外科�
　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�
�
※１☆印の診療科（内科）よりの予約患者様
　　のみの診療を行っております。�
　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し
　　ます。�
　３予防接種について、薬の常備がない場
　　合もありますので、電話等でお問い合
　　わせください。�
　４透析診療については、月曜日～土曜日
　　まで午前中に診療しますので、お問い
　　合わせください。�
　５予約制で事業所健診・社会保険生活習
　　慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

第１（金）�

第３（金）�

第２（木）�

第４（木）�

第２（月）�

�

毎週（木）�

�

第2・第4（火）�

�

第１（火）�

予約にて受付けています。�

６・13・20・27�

７・14・21・28

２・16�

�

８・22�

�

12�

�

1・8・15・22・29�

�

13・27�

�

６�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

�

13：30～�

�

9：00～�

�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

☆�

�

☆�

予 防 接 種 �

�

補 聴 器 外 来 �

�

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

8:30̃11:00

9:00̃12:00まで�

14:00̃17:00まで�

９:00̃12:00まで�

９:00̃15:30まで�

７・14・21・28�

５�

２・９・16・30�

６�

毎週（水）�

第１（月）�

毎週（金）午後�

第１（火）�

第４（水）�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～18集：１冊400円�

お知らせ�

９月テレホンテーマ�
メタボリック・シンドロームとは�

痔の治療�

　　　　  急病のための常備薬�

ものもらい�

口がかわく（ドライマウス）�

流産�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

子どもの救急�
シリーズ その⑨

【長　崎】（０９５）８２６-５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３-４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850-0056　長崎市恵美須町2-3-2F�
TEL 095-825-3829／FAX 095-825-3893
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

血 液 内 科 �

神 経 内 科 �

呼 吸 器 外 来 �

循 環 器 科 �

リ ウ マ チ 科 �

脳 神 経 外 科 �

�

糖 尿 病 外 来 �

不 妊 症 外 来 �

放 射 線 科 �

思 春 期 外 来 �

皮 膚 科 �

（長崎医療センター）�

（森　　　正　孝）�

（梶　野　　　洋）�

（守　崎　勝　悟）�

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�
（長崎医療センター）�

（川　上　眞寿弘）�

（松　口　一　道）�

（久 保 田　　元）�

（本　田　啓　二）�

�

☆�

☆�

☆�

☆�

★�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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　７月７日の七夕の日に、厳原南保育園（素花真澄園長・園児162名）で、恒例の「星まつり」が行われ

ました。

　このまつりは、毎年七夕近くの土曜日の夜に、地域の方に保育園を解放して夜店などを楽しんでもらっ

ていたのですが、今年は新園舎建設のため、地域に開放せず園児に楽しんでもらいました。

　まつりの最初は、保育士の皆さんのおむすびコロリンの劇やハンドベル演奏が行われ、その後クラスご

とに、七夕飾りがゆれる玄関前の広場で、ヨーヨー釣りやゴムボールすくいを楽しみました。お昼寝後の

午後３時からは、同じ広場で焼きそばやアップルケーキ、ホットドックの出店が出来て、引換券を持った

子どもたちは「ほんとのまつりみたい。」と大はしゃぎでした。

　
１
本
の
茎
に
約
2
2
0
個
の
花

が
つ
い
た
び
っ
く
り
オ
ウ
ゴ
ン
オ

ニ
ユ
リ
が
、
峰
町
の
森
末
松
さ
ん
、

キ
ク
エ
さ
ん
夫
婦
の
庭
に
咲
き
、

近
所
で
も
評
判
に
。

　
こ
の
オ
ウ
ゴ
ン
オ
ニ
ユ
リ
は
森

さ
ん
夫
婦
が
20
年
前
か
ら
育
て
て

い
る
も
の
で
、
去
年
か
ら
茎
が
大

き
く
な
り
だ
し
、
今
年
は
た
く
さ

ん
の
花
を
つ
け
た
び
っ
く
り
オ
ウ

ゴ
ン
オ
ニ
ユ
リ
に
な
っ
た
そ
う
で
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。

　
政
府
が
定
め
る
「
国
民
安
全
の

日
」
の
７
月
１
日
、
約
40
年
間
交

通
安
全
活
動
に
努
め
て
き
た
と
し

て
、
厳
原
町
の
中
田
庄
造
さ
ん
が
、

総
理
大
臣
官
邸
で
平
成
17
年
度
安

全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

（
全
国
で
５
人
、
九
州
で
は
中
田

さ
ん
１
人
）
を
受
け
ま
し
た
。

子どもたち大はしゃぎ！～星まつり(厳原南保育園)～�
�

右側が普通のサイズです�

子どもたち大はしゃぎ！～星まつり(厳原南保育園)～�
�
子どもたち大はしゃぎ！～星まつり(厳原南保育園)～�
�
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